
鶴
岡
市
議
会
総
務
常
任

委
員
会
の
行
政
視
察
が
、

５
月

～

日
に
行
わ
れ

15

17

ま
し
た
。

バ
ス
廃
止
路
線
に
デ
マ

ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
―
西
予
市

日
に
は
愛
媛
県
西
予

15
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

「
西
予
市
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
」
に
基
づ

く
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し

て
ゆ
け
る
市
を
支
え
る
交

通
シ
ス
テ
ム
「
お
で
か
け

せ
い
よ
」
に
つ
い
て
、
聞

き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

西
予
市
は
平
成

年
度

16

に
５
町
が
合
併
。
地
域
内

に
公
共
交
通
の
空
白
地
域

が
存
在
す
る
こ
と
と
、
市

が
運
営
す
る
バ
ス
路
線
と

民
間
バ
ス
事
業
者
の
バ
ス

路
線
の
混
在
や
料
金
体
系

の
違
い
な
ど
の
不
公
平
感

な
ど
が
生
じ
て
い
ま
し

た
。高

校
生
な
ど
の
通
学
バ

ス
機
能
や
、
高
齢
者
の
移

動
に
つ
い
て
も
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成

年
に
公
共
交
通
活
性

22
化
協
議
会
を
設
置
さ
れ
、

計
画
が
策
定
・
具
体
化
さ

れ
た
の
が
「
お
で
か
け
せ

い
よ
」
。
バ
ス
廃
止
路
線

で
の
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
行
（
運
賃

㎞
ま

10

で
１
０
０
円
）
、
生
活
交

通
バ
ス
（
市
が
運
行
・
車

両
５
台
・
運
賃

㎞
ま
で

10

１
０
０
円
）

路
線
の
整

29

備
、
一
部
で
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
利
用
し
た
生
活
交

通
バ
ス
も
運
行
、
市
内
に

あ
る
４
つ
温
泉
施
設
へ
の

巡
回
バ
ス
（
無
料
）
５
路

線
の
運
行
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

合
併
に
よ
る
広
域
化

は
、
鶴
岡
市
と
類
似
す
る

も
の
が
あ
り
、
過
疎
化
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
公

共
交
通
の
確
保
は
重
要
施

策
と
し
て
「
市
民
の
目
線
」

で
課
題
解
決
に
向
か
っ
て

い
る
取
り
組
み
は
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

廃
止
さ
れ
た
農
協
出
張

所
に
地
域
拠
点
施
設

―
四
万
十
市

日
は
高
知
県
四
万
十

16
市
の
西
土
佐
・
大
宮
地
区

で
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま

し
た
。

同
市
も
平
成

年
に
旧

17

中
村
市
と
旧
西
土
佐
村
が

合
併
。
同
時
期
に
旧
西
土

佐
村
の
大
宮
地
区
で
は
農

協
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
、

地
区
住
民
が
給
油
所
と
店

舗
を
自
分
た
ち
で
存
続
さ

せ
よ
う
と
平
成

年
に
１

18

０
８
人
の
住
民
が
株
主
と

な
り
、
出
資
金
７
０
０
万

円
で
「
株
式
会
社
大
宮
産

業
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

旧
農
協
出
張
所
施
設
の
譲

渡
を
受
け
、
地
域
の
拠
点

施
設
と
し
て
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
平
成

年
か

23

ら
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の

協
議
を
始
め
、
医
療
や
福

祉
・
生
活
支
援
・
集
落
の

維
持
な
ど
課
題
を
出
し
合

い
、
支
え
合
う
取
り
組
み

の
拠
点
と
し
て
も
同
施
設

を
活
用
し
、「
み
や
の
里
」

が
平
成

年
に
開
所
さ
れ

25

ま
し
た
。

特
徴
的
な
こ
と
は
、
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
を
高
知
県
全
域
に
１

３
０
カ
所
程
度
を
目
標

に
、県
の
担
当
職
員
が
「
地

域
支
援
企
画
員
」
と
し
て

７
つ
の
地
域
に
配
置
さ
れ

直
接
地
域
に
足
を
運
ん

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
し
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
は
尾
崎

高
知
県
知
事
が
掲

げ
る
「
県
土
の
９

割
以
上
を
占
め
る

中
山
間
地
域
の
再

生
な
く
し
て
、
県

政
浮
上
な
し
」
と

す
る
姿
勢
に
あ
る

と
県
職
員
も
語
っ

て
い
る
こ
と
に
、
共
感
し

ま
し
た
。

現
在
鶴
岡
市
で
も
旧
朝

日
村
・
大
網
地
区
で
「
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
」
が
行

わ
れ
て
い
り
ま
す
が
、
同

地
区
で
も
農
協
支
所
が
廃

止
さ
れ
、
市
町
村
合
併
、

小
学
校
の
統
廃
合
と
、
西

土
佐
村
の
状
況
を
重
ね
合

わ
せ
る
と
の
そ
の
弊
害
・

課
題
が
全
国
で
共
通
す
る

こ
と
も
認
識
し
ま
し
た
。

移
住
者
に
よ
る
移
住
支

援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
子
育
て
世
代

が
移
住
―
土
佐
町

日
は
高
知
県
土
佐
町

17
で
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ

る
嶺
北
地
域
の
移
住
支

れ
い

ほ
く

援
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

四
国
の
中
央
部
に
位
置

す
る
嶺
北
地
域
と
言
わ
れ

る
４
町
村
（
土
佐
町
・
本

山
町
・
大
豊
町
・
大
川

村
）
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

が
中
心
に
な
り
、
平
成
19

年
に
移
住
者
に
よ
る
移
住

支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
れ
い
ほ
く

田
舎
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
立
ち
上
げ
、
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
移
住
相

談
・
情
報
発
信
・
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
、
地

域
内
の
空
き
家
情
報

の
集
約
や
、
移
住
者

と
地
元
住
民
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

（
仕
事
起
こ
し
）
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

嶺
北
地
域
内
の
人

口
は
約
１
万
３
千
人

で
、
平
成

～

年

25

28

の
県
外
か
ら
の
移
住

者
は
１
６
４
組
２
４
０

人
、
比
率
で
も
約
２
％
高

く
「
子
育
て
世
代
の
移
住

者
が
多
い
地
域
」
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局
長
の
川

村
幸
司
氏
は
「
幸
せ
な
移

住
」
に
必
要
な
３
大
要
素

と
し
て
「
結
（
ゆ
い
）
・

職
（
し
ょ
く
）
・
住
（
じ

ゅ
う
）
」
を
挙
げ
、
特
に

大
切
な
の
は
地
元
住
民
と

移
住
者
や
、
移
住
者
同
士

が
様
々
な
つ
な
が
り
（
結
）

に
よ
っ
て
幸
せ
を
実
感

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
こ
と
だ
と
し
て
い

ま
す
。

同
席
し
た
土
佐
町
の
川

村
議
長
は
「
町
は
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
」
「
町

づ
く
り
は
、
人
づ
く
り
が

町
長
の
理
念
」
と
語
り
、

行
政
で
も
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
を
高
校
卒
業
ま

で
支
援
、
保
育
園
児
の
約

8

割
が
保
育
料
無
料
、「
地

域
内
に
高
校
が
あ
る
こ
と

が
大
切
」
と
し
嶺
北
高
校

に
は
川
の
自
然
を
生
か
し

た
カ
ヌ
ー
競
技
を
復
活
さ

せ
る
た
め
に
外
国
人
講
師

を
招
き
指
導
と
語
学
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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「
大
荒
・
ご
み
最
終
処

分
場
を
考
え
る
市
民
の

会
」
と
「
上
郷
・
大
荒
里

山
の
自
然
と
住
民
環
境
を

保
全
す
る
会
」
は
５
月
29

日
、
「
市
長
回
答
へ
の
市

民
の
会
の
見
解
」
と
「
大

荒
地
内
市
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
施
設
整
備
（
基

本
）
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
と
変
更
を
求
め
る
要

請
書
」
を
市
に
提
出
し
ま

し
た
。
坂
本
昌
栄
市
議
が

同
席
し
、
市
当
局
か
ら
白

幡
市
民
部
長
と
五
十
嵐
廃

棄
物
対
策
課
長
と
門
脇
廃

棄
物
対
策
課
長
補
佐
が
出

席
し
ま
し
た
。

市
は
漏
水
対
策
や
史
跡

に
影
響
な
い
区
域
設
定

な
ど
示
す

市
長
か
ら
の
回
答
書
で

は
、
最
終
候
補
地
の
選
定

経
過
等
に
つ
い
て
十
分
な

説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
合
意
形
成
が
十
分
図

ら
れ
て
い
な
い
点
へ
の
謝

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

や
、
埋
立
地
に
二
重
遮
水

埋
立
て
終
了
後
は
地
元
の

意
向
を
十
分
に
反
映
し
た

整
備
、
史
跡
「
須
恵
器
窯

跡
」
に
影
響
の
な
い
区
域

設
定
、
史
跡
ア
ク
セ
ス
の

た
め
の
駐
車
場
・
散
策
道

の
整
備
な
ど
に
取
組
む
と

し
、
住
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
行
う
こ
と
と
し
整
備

事
業
へ
の
理
解
を
求
め
て

い
ま
す
。

処
分
場
受
け
入
れ
に
は

双
方
合
意
が
大
前
提

こ
れ
に
対
し
会
の
見
解

と
し
て
、
共
同
代
表
の
佐

藤
安
太
郎
氏
は
、

①
候
補
地
の
選
定
経
過

や
地
元
の
合
意
プ
ロ
セ
ス

な
ど
市
の
勧
め
方
に
つ
い

て
反
省
す
べ
き
点
が
あ
っ

た
こ
と
を
地
元
住
民
や
市

民
に
「
反
省
と
お
詫
び
」

を
表
明
し
て
頂
き
た
い
。

②
計
画
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
通
り
、
大
荒
地
内

へ
の
押
し
つ
け
に
は
強
く

反
対
し
、
白
紙
撤
回
を
求

め
る
こ
と
は
引
き
続
き
堅

持
し
て
い
く
。

③
回
答
書
を
慎
重
に
検

討
し
、
市
の
建
設
計
画
に

つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し

と
変
更
を
当
市
民
の
会
と

し
て
市
に
求
め
て
い
く
。

④
当
会
が
一
般
廃
棄
物

処
分
場
を
受
け
入
れ
る
か

は
、
市
の
回
答
内
容
を
十

検
討
し
た
上
で
判
断
し
、

市
と
協
議
・
話
し
合
い
を

進
め
、
要
請
項
目
の
内
容

に
つ
い
て
双
方
が
合
意
す

る
こ
と
が
大
前
提
。

と
４
項
目
を
あ
げ
、「
見

解
に
至
っ
た
こ
と
は
断
腸

の
思
い
、
苦
渋
の
選
択
・

決
断
」
「
要
望
書
提
出
を

重
く
受
け
止
め
、
次
の
候

補
地
選
定
と
セ
ッ
ト
で
話

し
合
い
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
席
し
た
参
加
者
か
ら

は
「
跡
地
利
用
を
含
め
今

後
の
里
山
の
保
全
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
大
切
に
し

な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
」

等
の
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。坂

本
市
議
は
、
「
今
ま

で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
今

後
も
地
元
合
意
な
し
に
進

め
な
い
こ
と
を
約
束
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
、
白
幡

部
長
か
ら
「
市
長
も
前
回
、

地
元
の
合
意
な
し
に
は
進

め
な
い
と
話
し
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
今
後

の
協
議
・
進
め
方
に
つ
い

て
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・市本庁舎車庫棟増築工事実施設計業務委託
保留

・市駅前再開発ビル駐車場（パークビル）改修（Ⅲ期）工事（末広町1
5番12）（入札15業者）
鶴岡建設(株) 136,500,000円（137,000,000円）

工期～31/2/28（落札率99.64％）
5月17日入札保留分

・市立保育園移転新築機械設備工事（陽光町9番31ほか）（入札4業者）
山空・日栄特定建設工事共同企業体 101,000,000円（134,720,000円）

工期～31/8/30（落札率74.97％）

温海庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・温海山崩れ発生予知施設撤去工事（温海戊577番地1ほか）（入札16業
者うち8業者辞退、無効1業者、不参1業者）
(株)ハムシステム庄内 3,800,000円（4,370,000円）

工期～8/31（落札率86.96％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・岡山木村堰端線道路改良工事（岡山地内）（入札9業者）
(株)菅興業 5,250,000円（5,464,000円）工期～8/31（落札率96.08％）
・市道下田沢松沢線松沢シェッド補修工事(繰越明許)（松沢地内）（入
札6業者）
上野土木建設(株) 23,500,000円（24,304,000円）工期～11/2（落札率96.69％）

学校給食センター入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・市学校給食センターコンテナ洗浄機設置工事（白山字西野148番地の
1）（入札5業者うち3業者辞退）
森建設工業(株) 33,600,000円（37,230,000円）工期～9/10（落札率90.25％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
5月24日入札分

・市立鶴岡第四中学校暖房設備改修工事（電気設備）平成29年度繰越
明許（入札12業者）
(株)渡会電気土木 13,300,000円（13,740,000円）

工期～10/26（落札率96.80％）
・市立鶴岡第四中学校暖房設備改修工事（機械設備）平成29年度繰越
明許
保留

・市立鶴岡第四中学校暖房設備改修工事（建築）平成29年度繰越明許
（入札20業者）
有賀建設(株) 15,250,000円（15,590,000円）工期～10/26（落札率97.82％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
5月17日入札分

・パークビルエレベーター分割改修工事（末広町15番12）（随意契約 1
業者）
三菱電機ビルテクノサービス(株) 12,950,000円（15,900,000円）

工期～9/28（落札率81.45％）

シ
ー
ト
を
施
行
、
漏

水
検
知
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し

時
間
体
制

24

で
監
視
、
浸
出
水
の

排
出
は
河
川
放
流
を

行
わ
ず
、
下
水
道
接

続
す
る
方
法
に
変
更

す
る
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
里
山
の
保

全
、
隣
接
す
る
農
林

道
・
水
路
の
整
備
、

要望書を朗読する佐藤共同代表（右端）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

こ
の
度
の
行
政
視
察

は
、
過
疎
、
人
口
減
少
な

ど
全
国
で
同
時
に
進
展
す

る
課
題
の
中
で
、
地
域
の

豊
か
さ
、
暮
ら
し
方
を
主

体
的
に
地
域
住
民
が
見
直

す
こ
と
に
気
付
き
、
実
践

し
て
い
る
先
進
事
例
で
あ

り
、
政
府
が
掲
げ
る
「
地

方
創
生
」
に
よ
っ
て
箱
モ

ノ
や
産
業
化
だ
け
に
特
化

す
る
の
で
は
な
く
、
「
地

域
・
自
然
・
文
化
」
「
ひ

と
・
結
」
「
子
ど
も
・
教

育
」
住
民
が
暮
ら
し
て
ゆ

け
る
土
台
が
あ
っ
て
こ
そ

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

本
市
行
政
に
も
そ
う
し

た
視
点
を
活
か
す
よ
う
に

働
き
か
け
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
菅
井

巌
）


